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看護を基盤とした養護教諭養成機関における養護実践力育成の検討
～教職インターンシップの取り組みの成果と課題～

佐久間 浩美，藤原 昌太，池谷 壽夫

了德寺大学・教養部

要旨

　本研究の目的は，看護大学における養護教諭養成課程の学生に行った教職インターンシップでの学びの

意義と課題を明らかにすることである．対象は，平成28年度，平成29年度に教職インターンシップに参加

した看護学科の学生30名である．インターンシップで実施した，インターンシップ活動報告書，中間報告

会報告書，全体報告会報告書の自由記述を分析した．その結果，学生は，教職インターンシップ後には，

学校教育と養護活動についての理解を深めていたこと，さらに養護教諭になる上での自分自身の課題に気

づき，今後の大学での学修を深めたいとの意識が高まることが示された．
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Abstract

　The purpose of the current study is to clarify contents and problems of learning in a teaching internship provided 

for students of Nursing Teacher Training Course in a college of nursing. The study examined 30 students of a nursing 

course who participated in a teaching internship in 2016 and 2017. Internship activity report, interim debrief session 

reports, and the whole debrief session reports which were made during the internship have been analyzed. As a result, 

it has been proved that the students have obtained deeper understanding on school education and nursing activity and 

that their consciousness for continuously deepening learning in the college has been enhanced by realizing their own 

challenge for becoming a nursing teacher. 

　Keywords: Teaching internship, nursing teacher, school

Ⅰ．はじめに

　中央教育審議会「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）1）」（平成27年12月

21日）において，学校インターンシップの必要性が強調され，「教育実践に関する科目」の中に「学校インター

ンシップ（学校体験活動）」（2単位60時間）を含めても良いとされた．そのねらいは，（1）学生が長期間に
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わたり継続的に学校現場で体験的な活動を行うことで，学校現場をより深く知ることができ，既存の教育

実習と相まって，理論と実践の往還による実践的指導力の基礎の育成に有効である．（2）学生がこれから

の教員に求められる資質を理解し，自らの教員としての適格性を把握するための機会としての有意義であ

るとされている． 

　一方，本学では，平成29年度に本格実施すべく，U市教育委員会と提携し，平成28年度に「教職インター

ンシップ」を試行した．教職インターンシップ試行前の本学の養護教諭養成には，以下のような課題が

あった．看護が基礎免許であることから3,4年次に看護師国家資格取得のための実習や学修が多く，養護

教諭課程の学生は教育現場に触れる機会がほとんどないまま，4年次前期に養護実習に臨んでいた．そこで，

養護教諭養成の課題を明らかにするため，平成27年度に実習を修了した養護教諭課程の学生12名を対象に，

「養護実習の際に困ったこと,悩んだこと，今までの学びで足りなかったこと」についての質問紙調査2）を

行った．その結果，多くの学生が，学校での応急手当に自信がない，健康診断の方法が分からないなどの

【養護教諭の職務に関する実践力の不足】，悩みを抱える児童・生徒との関わりが良く分からない，教職員

とのコミュニケーションがうまく図れないなどの【教員としての実践力の不足】を挙げていた．このこと

から養護に関わる実践的な能力を育成するには，教育現場における教師の仕事や教職員間の連携の重要性

を知り，養護教諭の職務内容の理解を深めさせること，自己の課題を明確にして大学での学びを充実させ

ることが必要であると考えられた．

　そこで，我々は早い学年に学校現場を体験させることが必要であると考え，２年次の教職の選択科目と

して教職インターンシップを設定し試行することにした．実施に際しては，教職課程の大学教員が，U市

教育委員会に出向き，教職インターンシップの意義や内容，48時間の実施であることを説明した．また，

インターンシップの内容は，「授業・学習への補助」「学級づくり・学級運営での補助」「学校経営・保健室

経営等への補助」であるが，詳細は実習校の教職インターンシップ担当の教職員に任せることを伝えた．

学生には，インターンシップの参加は自由であると説明し，参加する学生にはインターンシップガイダン

ス3）を実施し，インターンシップの目的と意義を説明した．実習は大学の授業を優先させるとしたが，実

習校の都合に合わせ公欠を取って参加しても良いとした．

　現在，養護教諭養成を行う看護大学において教職インターンシップを実施しているところは多くはない．

それゆえ，本学で行った教職インターンシップの成果と課題を明らかにすることは看護大学における養護

教諭養成にとって十分意義がある．そこで本研究では，看護大学における教職インターンシップでの学生

の学びと課題を明らかにすることを目的とした．

Ⅱ．方法

　対象は，養護教諭課程に在籍する学生42人のうち，平成28年度および平成29年度の教職インターンシッ

プに参加した学生30人（71.4%）である．実習先の内訳は，小学校29人，中学校1人である．分析は，学校

で実習を行うごとに学生が実習校に提出する教職インターンシップ活動報告書の「実習の内容」の項目，

教職インターンシップ中間報告会，終了後の全体報告会で大学に提出する自己評価報告書の「養護実習で

活かせると思ったこと」「今後の課題」の項目への自由記述を用いた．自由記述は，第一著者が項目や内容

をカテゴリー化した後，他の2名の著者が確認し，意見が一致しなかったものは再検討した．自由記述の

分析は，記述された内容をなるべく生かす形でコード化し，サブカテゴリー，カテゴリーとまとめ上げた．
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Ⅲ．倫理的配慮

　研究にあたっては，対象者に研究の趣旨を文書で説明し同意を得た上で実施した．なお，本研究は了德

寺大学の研究倫理審査（承認番号2937号）の承認を得て実施した．

Ⅳ．結果

１．教職インターンシップの内容

　教職インターンシップの内容は，表1に示す通り，学校教育全般の活動を体験する項目と保健室におい

て養護活動を体験する項目に分かれた．そのなかで最も多く体験した内容は，養護活動として実施してい

る「健康診断実施の補助」延べ55件，次いで「傷病者対応の見学，補助」延べ42件，「健康診断事前，事

後措置への補助」延べ29件，「健康観察の補助」延べ26件であった．教職インターンシップの時期が，4月

から7月までであったことから，通常の保健室でのけがや病気の児童・生徒への対応，学級における健康

観察の集計などの日常的な養護活動のほかにも，健康診断の実施や健康診断事前準備や事後措置など多く

の体験ができていた．また，「学校行事への参加」も延べ22件であり，運動会での傷病者対応など，養護

教諭にとって大きな学校行事も多くの学生が体験できていた．その他にも「学校環境衛生の整備」や「保

健教育，安全教育」などへの参加，保健掲示物の作成など，幅広い体験ができていた．保健室以外では，「授

業見学」延べ21件，「授業補助」延べ25件，「生活補助」延べ25件であり，保健室だけではなく，授業中や

休み時間，給食の時間などの教室の中での児童・生徒の様子，教科の先生方の授業の仕方などを見学し，

補助業務を行うことで，保健室以外での児童・生徒の様子，教職員の児童への対応や授業の工夫について

学ぶことができていた．
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２．教職インターンシップでの日々の学び

　教職インターンシップでの学びについて，インターンシップ実施ごとに提出した教職インターンシップ

活動報告書に記述してあった内容を分析した．その結果は，表2に示す通りである．全体を通して10のカ

テゴリーが抽出され，学校教育全般に関しては，「学習の場」「個の尊重」「特別な支援」「教師の姿勢」の4つ

のカテゴリーが示された．学習しやすい環境，わかりやすい授業づくりを通して教師は，子どもたちによ

り良い「学習の場」を提供していること，発達段階や個別性，疾患を持つ児童への考慮などの「個を尊重」

した教育を行っていることを学んでいた．そして，「特別な支援」を必要とする子どもたちと接するなかで，

一人一人の子どもに丁寧に対応することが大切であること，しかし，それには長い時間を要し，教師自身

にも葛藤があることを理解した．また，子どもへの対応として，叱るところはしっかり叱り，褒めるとこ

ろはしっかり褒めるなど，良い悪いの分別を持たせる指導が必要であり，保護者との協力関係，教職員の

協力体制をつくるなどの「教師の姿勢」が，学校教育において最も重要であることが理解されていた．

　養護活動においては，「養護教諭観」「健康観察の実際」「健康診断の実際」「救急処置の実際」「保健教育の

重要性」「学校環境衛生の実際」の6つのカテゴリーが示された．養護教諭の執務の中心である保健室には，

いつも児童・生徒が訪れていて，健康診断の最中でも子どもの対応を丁寧に行っている養護教諭は多忙で

あること，また，保健室には子どもに対してさまざまな悩みを抱える保護者が訪れ，養護教諭はすべての

子どもたちの健康を守っていること，さらに，子どもへの対応の基本は，自分自身の健康を自分で守るこ

とのできるようにする教育的視点が必要であることなどの「養護教諭観」が示されていた．また，学級で

行われている「健康観察」を養護教諭が集計し，その日の内にU市の教育委員会に報告し，教育委員会が

感染症情報を各学校に提供することで，感染症蔓延防止に貢献していることを理解していた．

　「健康診断」では，事前準備，健康診断当日の補助，事後措置などを体験して，健康診断の意義や実際，

発達段階を考慮した指導，プライバシーの保護や学校医との関係などを実際に体験しながら学んでいた．

また，保健室における傷病者への基本的な対応やその後の保健指導，運動会などの学校行事での救護活動，

また，救急バックの整備など「救急処置の実際」も養護教諭の対応を見ながら学生ができる範囲で体験し

ていた．そして，「保健教育」で実施した薬物乱用防止教室では，実施後に子どもたち自身の生活を振り

返らせ学びを定着させていること，教職員を対象として実施した救急法の講習会では，先生方一人一人が

子どもの命を守る技術を身に着けてほしいとの願いで養護教諭が行っていることを理解していた．さらに，

「保健教育」においては，保健室での掲示物の作成の体験を通して，幅広い学年に分かる掲示物づくりの

工夫を学び，「学校環境衛生」では，薬剤師とともに学校環境衛生検査を体験したり石鹸やトイレットペー

パーの補充を通して，養護教諭の視点で学校環境を整える重要性を学んでいた．
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３．今後の養護実習に向け教職インターンシップで得られた学び

　インターンシップ中間報告会，インターンシップ終了後の全体報告会で提出された自己評価報告書の

「今後の授業や養護実習に向けて参考になったこと」への自由記述を分析し，カテゴリーに分けた．結果は，

表3の通りである．学生が教職インターンシップによって得られた内容には，5つのカテゴリーが抽出され，

「学校や教員についての理解」「子どもへの支援方法」「養護教諭観の確立」「養護教諭の職務理解」「養護実習

に向けての自信」であった．「学校や教員についての理解」では，多くの学生が実際の教育現場を2年生で

体験できたことは，学校や教員の仕事のイメージが掴めて良かったと述べられていた．また，学校という

場に入ったら学生であっても教師であることを自覚しなければならないという心構えができていた．「子

どもの支援の方法」では，常に謙虚な気持ちで笑顔を忘れず，教師という立場で子どもに接しなければな

らないとの決意が示されていた．「養護教諭観の確立」では，養護教諭は子どもの健康を守り伸ばしてい

く存在であり，そのためには学校全体を引っ張っていくリーダ的存在であるとの養護教諭観が確立してい

た．「養護教諭の職務理解」では，養護教諭一人では子どもを守ることができない，多くの先生方や専門機関，

保護者と連携を図ることが大切であること，そして，常に子どもの立場に立ち，養護教諭としての専門的

な観察力，判断力，対応力を持ち，子どもたちを教育することが職務であるということを深く理解してい
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た．そして，大学で学んだ知識をインターンシップで裏付けることができ，養護教諭になりたい自分を再

確認でき，「養護実習に向けての自信」に繋がっていた．

 

４．インターンシップを終了して学生自身が課題であると考えた内容

　インターンシップ終了後の「今後の課題」への自由記述をカテゴリーに分けた．結果は，表4に示す通

りである．学生が考えた課題として「知識力」「観察力」「判断力」「コミュニケーション能力」「対応力」の5

つが抽出された．「知識力」では，疾病への理解や応急処置への正しい理解，現代の子どもが抱える健康

問題や保健の知識，養護教諭の職務についての基本的事項についての知識不足が示されていた．「観察力」

では，保健室に来室した子どもを的確に観察する力，異変を察知する観察力，また，「判断力」では，状

況を判断して自ら行動する力，冷静に対処できる力が不足していることへの自覚が示された．また，子ど

もとの「コミュニケーション能力」に課題を感じた学生は，成長に合わせた言葉がけや，特別支援の子ど

もたちとのコミュニケーションを上手く図れるようにすることや，自分の気持ちを上手く伝えられるよう

に努力していきたいとの意思が述べられていた．さらに，教師として子どもたちとしっかり向き合うこと

のできる力，養護教諭としてさまざまな場面において想定外のことでも的確に対応できる「対応力」をつ
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けていきたいとの決意が示されていた．

Ⅴ．考察

１．養護教諭養成における教職インターンシップの意義

　中央教育審議会「子どもの心身の健康を守り，安全・安心を確保するために学校全体としての取組を進

めるための方策について（答申）4）」（平成20年1月17日）において，養護教諭は，学校における救急処置，

健康診断，疾病予防等の保健管理，保健教育，健康相談活動，保健室経営，保健組織活動，子どもの現代

的健康課題の対応にあたり，学校内や地域の関連機関との連携を推進するコーディネーターの役割を担う

とされた．そのため，養護教諭養成大学においては採用当初から実践できる資質能力を育成することが求

められている．これらのことを踏まえると，養護教諭養成における教職インターンシップのねらいは以下

のようである．養護教諭を目指す学生が，教育現場に出向き，養護教諭が教育職として，多くの先生方，

保護者，学校医，専門機関の方々と連携を図り，子どもたちの健康を守る養護活動を行っていることを理

解すること，また，実際の活動を見学し補助させて頂くことで養護活動の知識や技術を習得し，これまで

大学で学んだ知識と実際に教育現場で行われている実践を融合すること，これらを通して自分に養護教諭

としての資質や適性があるのか見極め，得られた課題を今後の学修に生かすこと，などである．

　学生は，教職インターンシップに参加し，学校で行われる教育活動や養護教諭の行う養護活動を見学し

補助するなかで，学校教育においては，学習環境を整え，発達段階や個別性を考慮した上で指導を行うこ

と，保護者との連携や教職員間の協力体制を構築すること，そして教師としての自覚をもつことが重要で

あること，さらに，子どもたちの健康は学校だけではなく，地域や教育委員会の方々も守っているなど学
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校教育の仕組みや教員についての理解を深めていた．また，養護活動においても，養護教諭一人では子ど

もの健康を守ることができないので，多くの方々と連携を図ること，子どもに対応する時には，単に症状

だけをみるのではなく，子どもをよく観察し，子どもの立場にたって何が問題であるのかを考えることな

ど，養護教諭の職務についても理解を深めている様子が窺えた．そして，養護教諭は，学校のなかで看護

の知識を持つ唯一の教育職員として，問題に対する判断力，的確な対応力などが求められることを改めて

感じていた．このように教職インターンシップを通して自分の課題が明らかになったことで，養護教諭に

なりたい気持ちが再確認でき，それが今後さらに学んでいきたいとの決意に繋がっていた．

　以上のことから，養護教諭養成における教職インターンシップは，実際の教育現場で先生方の教育活動

や養護教諭が行う養護活動にふれることで，学校教育とは何か，教員とはどうあるべきか，養護教諭の役

割とは何か，自分の課題は何であるのか，などを考える機会となり，将来に向けて意義ある学びとなるこ

とが示された．

２．教職インターンシップを終了した後の養成教育の課題

　今回，教職インターンシップの内容はインターンシップ先の実習校に任せていたため，学生の学修内容

は実習先によって異なっていた．今後は，大学と教職インターンシップ実習校との連携を密に図り，実習

内容についても検討する必要がある．また，教職インターンシップの成果を，今後の大学の学修にどのよ

うに生かしていくのかが最大の課題である．学生は，教職インターンシップで，教育現場の先生方や養護

教諭の先生方の活動を見学し補助することを通して多くのことを考え知識や技術を習得してきた．しかし，

ただ単に知識や技術を習得するだけでは，養護教諭としての実践的能力の向上までには至らない．後藤5）

は，養護教諭の専門性を高めるため養護活動実習において，考える力，判断する力，臨機応変に対応する

力などを育成する必要を述べている．ただ単に「どうするのか」「どうしなければならないのか」という手

法のみの伝達ではなく，「なぜそうするのか」「なぜそうしなければならないのか」を常に意識した実習を

行うことが，養護教諭になった時の実践の省察に繋がり，それが必要であると述べている．つまり，養護

実習においては，実習で身に着けた知識や技術を自分のなかに統合させ，思考力や判断力，対応力をどの

ように育成するのかが課題とされている．今回の教職インターンシップでも同じことがいえる．多くの学

生が，教職インターンシップで，養護教諭のすばらしさを目の当たりにし，養護教諭の職務についての理

解を深め，知識や技術を習得した．そして今後の課題として養護教諭として必要な「知識力」「判断力」「コ

ミュニケーション力」「対応力」が不足していることを再認識した．今後は，教職インターンシップで得た

学びをもとに，養護教諭に必要な思考力，判断力，対応力，コミュニケーション能力などの養護実践力を

どのように育成していけばよいのかが課題である．

　本研究の限界として，看護大学一校の2年間という短い期間の成果だけでは，教職インターンシップの

有効性や課題のすべてを明らかにしたとはいえない．また，学生が養護教諭になる過程で，教職インター

ンシップがどのように有効であったのを明らかにしていく必要がある．以上のような限界や課題はあるが，

教育現場に触れる機会の少ない看護大学において，養護教諭を目指す学生が教職インターンシップで得た

学びは貴重であった．今後は，教職インターンシップで得た学びを，養成教育にどのように生かすのか，

そのことを養護教諭養成に携わるものが真摯に考えることが必要である．
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Ⅵ．結語

　看護大学における養護教諭養成において，養護教諭の実践的能力を育成するため教職インターンシップ

を実施した．その結果，教職インターンシップ後には，学校教育と養護活動についての理解を深めていた

こと，さらに，養護教諭になる上での自分自身の課題に気づき，今後の大学での学修を深めたいとの意識

が高まることが示された．

Ⅶ．謝辞

　教職インターンシップにご協力頂きましたU市の教育委員会の皆様，小学校，中学校の管理職，教諭，

養護教諭の先生方，本学養護教諭養成課程の学生の皆様に深くお礼申し上げます．

利益相反

　利益相反に相当する事項はない

文献

１） 文部科学省中央教育審議会答申：これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答

申 ）， 文 部 科 学 省 ホ ー ム ペ ー ジ，http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/

toushin/1365665.htm（2017.10.1 20:00アクセス）

２） 佐久間浩美（2015），看護系4年生大学における養護教諭養成の課題～A大学の現状から～ . 千葉県学

校保健学会年次大会講演集，54-55. 

３）了德寺大学教職課程委員会（2016），教職インターンシップ（試行）ガイドブック改定版平成28年度版．

了德寺大学教職課程委員会，1-13.

４） 文部科学省中央教育審議会答申：子どもの心身の健康を守り，安全・安心を確保するために学校全体

としての取組を進めるための方策について（答申），文部科学省ホームページ

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1216829_1424.html（2017.10.1 

20:00アクセス）

５） 後藤ひろみ（2008）,養護教諭の専門性をふまえた養護教諭養成のあり方と将来への展望. 日本養護教

諭教育学会誌，10-15.


	研究紀要第12号_Part170
	研究紀要第12号_Part171
	研究紀要第12号_Part172
	研究紀要第12号_Part173
	研究紀要第12号_Part174
	研究紀要第12号_Part175
	研究紀要第12号_Part176
	研究紀要第12号_Part177
	研究紀要第12号_Part178

